
篭

蕊
蕊識

☆
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
快
進
劇
の
予
感

９
．
３
／
富
士
通
戦
（
ユ
ニ
バ
）

緬
声
ツ
セ
ル
５
（
“
Ⅱ
、
）
ｌ
富
士
通

前
半
、
富
士
通
の
速
い
出
足
と
元
中

国
代
表
の
熱
に
中
盤
を
制
せ
ら
れ
、
苦

し
い
展
開
だ
っ
た
が
、
こ
の
流
れ
を
変

え
た
の
が
、
エ
ー
ス
永
島
の
先
制
点
。

前
半
盤
分
、
Ｇ
Ｋ
石
末
の
ロ
ン
グ
キ
ッ

ク
を
ジ
ァ
ー
ド
が
頭
で
落
と
し
、
Ｄ
Ｆ

の
背
後
に
走
り
込
ん
だ
永
島
が
相
手
Ｇ

Ｋ
越
し
に
ワ
ザ
あ
り
の
シ
ュ
ー
ト
を
決

め
た
。
今
日
の
試
合
は
、
こ
の
１
点
で

7２

ホ
ッ
ソ
ン
の
﹇
日

決
ま
っ
た
と
い
え
る
。
前
半
終
了
間
際

と
い
う
時
間
帯
、
し
か
も
パ
ス
や
ド
リ

ブ
ル
で
く
ず
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
一

瞬
の
ス
キ
を
つ
か
れ
た
失
点
で
、
富
士

通
の
選
手
に
と
っ
て
は
３
点
分
の
重
み

と
な
っ
た
。
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き
い
失
点

で
あ
っ
た
と
思
う
。

後
半
取
り
返
そ
う
と
強
引
に
攻
め
て

く
る
富
士
通
に
対
し
、
神
戸
は
し
っ
か

り
し
た
守
備
か
ら
相
手
ポ
ー
ル
を
奪
い

素
早
く
パ
ス
を
回
し
、
サ
イ
ド
を
突
破

す
る
迫
力
の
あ
る
攻
撃
を
展
開
、
大
量

点
を
上
げ
て
圧
勝
し
た
。
リ
ー
ド
し
た

チ
ー
ム
の
余
裕
あ
る
プ
レ
ー
が
実
力
差

以
上
の
点
差
に
な
っ
て
現
れ
た
と
い
え

る
。
永
島
ｌ
ジ
ァ
ー
ド
の
復
調
に
よ
っ

て
前
期
の
決
定
力
不
足
が
ウ
ソ
の
よ
う

な
攻
撃
陣
、
ガ
ン
バ
か
ら
移
籍
の
和
田

の
加
入
に
よ
っ
て
、
安
定
性
を
増
し
た

Ｄ
Ｆ
ラ
イ
ン
、
こ
こ
に
き
て
漸
く
戦
力

が
整
っ
た
。
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
快
進

撃
の
予
感
が
す
る
。

（
ホ
ソ
タ
ニ
・
イ
チ
ロ
ウ
）
１
９
４
６
年
生
ま
れ
。

中
学
１
年
よ
り
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
神
戸
高
校
、

早
稲
田
大
学
、
三
菱
重
工
及
び
日
本
代
表
チ
ー
ム

で
活
晒
。
日
本
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
、
年
間
で
通
卯

Ⅷ
試
合
出
場
、
得
点
弱
点
。
現
在
Ｊ
リ
ー
グ
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ
の
Ｔ
Ｖ
鯉
謎
で
も
活
騒
頃

上

蕊

この日も大活晒の永島選手
( 写真提供／ヴィッセル神戸）

ヴィッセル神戸からのお知らせ
■ヴィッセルのレギュラー番組モーゥィ
「ＧＯ１ＧＯＡＬ１ヴイッセル 1 1 」オンエア開始呼んでね
１０月７日から毎週土曜日ＰＭ４：3 0 から1 5 分間､ サンテレピでレギユ｜ロキヤラクターの愛称
ラー番組がスタートします。ヴィッセル神戸・ＪＦＬのゲームのﾀ ﾞ イジ｜ 「モーヴイ」に決定ニスト編集や、主力選手の素顔の紹介、サポーターの応援メッセージな
ど盛りだくさん。ぜひご覧ください。ヴイツセル神戸のホームケームで愛敬をふりまい

’ているお馴染みの牛のｷｬﾗｸﾀｰ｡多数の応募の画ホーム最終ゲームが１３：００キックオフに Ｉ中から、「モーヴイ」に決定しました。
今期ＪＦＬの神戸での最終ゲー ﾑ ( 対ヴァンフォーレ甲府) の試合開! お子梯から大人のファンの方々 まで親しんでいた
始時間が変更になりました｡ 既にチケット購入の方はご注意ください。｜だくよう、呼びやすい名前を選びました。

神
戸
市
民
の
手
で
Ｊ
リ
ー
グ
ヘ

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
細
谷
一
郎

〈
潅
率
醒
弱
ツ
ヵ
ー
〉
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男.

舌

7３

罵韓韓鰻

９
．
Ⅶ
／
福
島
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
戦
（
鏡
石
）

榊
戸
ヴ
セ
ル
３
（
訓
川
皿
）
１
緬
喝
”
”
郭
プ

福
島
国
体
の
た
め
に
作
ら
れ
た
真
新

し
い
鏡
石
町
営
烏
見
山
陸
上
競
技
場
。

前
半
、
福
島
Ｆ
Ｃ
の
Ｆ
Ｗ
郭
の
ワ
ン

ト
ッ
プ
に
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
Ｄ
Ｆ
陣

の
吉
村
、
中
尾
、
幸
田
、
和
田
の
４
人

が
郭
の
シ
ュ
ー
ト
ー
本
を
許
す
の
み
と

守
備
を
固
め
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
の
ペ
ー
ス

で
試
合
展
開
し
て
い
た
。
し
か
し
、
調

分
Ｍ
Ｆ
仲
村
が
入
り
、
ツ
ー
ト
ッ
プ
に

な
る
と
、
坐
分
に
は
シ
ュ
ー
ト
２
本
目

で
ゴ
ー
ル
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

後
半
、
弱
分
に
は
Ｆ
Ｗ
ジ
ァ
ー
ド
が

ヘ
デ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
で
同
点
に
。
続

い
て
、
Ｍ
Ｆ
木
下
が
Ｆ
Ｗ
永
島
の
パ
ス

を
受
け
右
足
シ
ュ
ー
ト
で
逆
転
ゴ
ー

ル
。
帥
分
に
は
永
島
か
ら
ジ
ア
ー
ド
に

パ
ス
、
再
び
永
島
が
Ｇ
Ｋ
を
見
事
に
か

わ
し
て
３
点
目
ゴ
ー
ル
を
い
れ
、
勝
利

し
た
。ハ

ー
フ
タ
イ
ム
で
「
前
半
の
ゲ
ー
ム

の
形
が
大
切
、
こ
れ
が
で
き
な
い
選
手

は
交
代
さ
せ
る
」
と
言
っ
た
バ
ク
ス
タ

ー
監
督
の
警
告
と
も
い
え
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
選
手
全
体
が
忠
実
に
守
る
こ
と
が

で
き
た
。
特
に
、
Ｄ
Ｆ
４
人
の
め
ざ
ま

し
い
活
躍
が
今
後
も
期
待
さ
れ
る
。

踊錘儲霊珪誕 j 壁侭

①福島のＦＷのドリブルをカットするＤＦ中尾幸太郎②混戦状態のなかで福島、小林のゴール前シュートをナイスセーブするＤＦ和田昌裕
③福島の強豪ＦＷ郭とのヘディング争いをするＤＦ吉村寿洋④福島ＭＦ仲村とポール攻めきあうＤＦ幸田将和（P H O T O ／中谷吉隆）

鞠 篭
＄
油

》
鋳
隅
蕊
》

一
理
電
鍵
ｗ
蝉

鍵
瀞
識
鱗

》
》
繰
津
噛
灘
蝉

篭

⑪

★
守
備
陣
が
大
活
躍
Ｉ中

谷
吉
隆

〈
和
睦
奉
締
封
鍔
員
〉

●神戸市民の手でＪリーグへ

朝

蕊・識蹄蝉識澱趣蒋黒

鍵

飲んで食べて大いに語り
明石焼きの老舗蛸の壷

た二の壷
営業時間ＰＭ１２：００～ＰＭ１０：００

年中無休
神戸・三宮・大丸山側
密0 7 8 - 3 9 1 －1 0 3 3

1 1 月１日（水）ＯＰＥＮ！

フルーツ、アイスクリームの
デザートを中心にしたサロン。

ﾄ ｱ ﾛ ｰド隙詮用
神戸市中央区三宮町３丁目８－１４

密0 7 8 - 3 9 1 . ‐5 4 8 5

グラン･ ミカエラ・イ・ダゴ
結婚式の二次会はチリ・レストランで

G R A N
M I C A E L A y D A G O
営業時間ＰＭ５：００～ＡＭ１：００
神戸市中央区山本通１丁目7 - - 1 1

コーナーハウスＤＯ５Ｆ
恋0 7 8 - 2 4 1 - 0 3 6 7

ＡｎｍＲＩＣＡＮＳＡＬＯＯＮ＆
ＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴＪ－アティック

雄
ＫｏｂｅｏＪａｐａｎ

営鳶§時間月水木日６：
１：ＯＯａｍ金土６：
２：ＯＯａｍ火頃日休み

O0pm～
O0p m～

神戸市中央区北野町４丁目１
異人館クラブ３Ｆ

密07 8 - 2 2 2 . . 1 5 8 6

－１２
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ダイエー生鮮市場
住吉店がオープン／

町
に
と
っ
て
、
大
型
の
ス
ー
パ
ー
と

い
っ
た
消
費
の
中
心
は
活
気
の
源
で
も

あ
る
。
特
に
市
場
の
元
気
は
人
も
町
全

体
も
、
元
気
に
す
る
。

九
月
二
十
九
日
、
こ
こ
東
灘
区
住
吉

に
、
震
災
以
来
実
に
、
八
カ
月
ぶ
り
に

ダ
イ
エ
ー
生
鮮
市
場
住
吉
店
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。

旧
住
吉
店
は
震
災
の
た
め
建
物
が
倒

壊
。
今
回
「
生
鮮
市
場
住
吉
店
」
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
初
日
、
Ｊ
Ｒ
住
吉
駅
よ
り

南
へ
、
五
○
○
ｍ
に
位
置
す
る
住
宅
街

に
「
生
鮮
市
場
」
と
か
か
れ
た
た
く
さ

ん
の
、
の
ぼ
り
の
中
に
、
一
階
建
て
の

住
吉
店
が
あ
っ
た
。
旧
住
吉
店
が
昭
和

四
十
二
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
長
い
間

近
辺
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
た
た

め
、
今
日
の
オ
ー
プ
ン
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
人
た
ち
が
、
ぞ
く
ぞ
く
と
詰
め

か
け
て
い
る
。

●1 0 月街角情報

こ
こ
魚
市
場
で
は
、
パ
ッ
ク
商
品
だ

け
で
な
く
冷
凍
の
真
鯛
が
ま
る
一
匹
、

身
を
横
た
え
、
本
当
の
市
場
の
よ
う
。

真
剣
に
選
ぶ
人
の
姿
が
印
象
的
。
市
場

的
演
出
を
感
じ
さ
せ
員
は
つ
ぴ
姿
の

店
員
さ
ん
は
「
と
に
か
く
新
鮮
さ
が
売

り
物
。
商
品
は
お
刺
身
や
生
魚
、
昼
あ

み
な
ど
、
鮮
度
で
勝
負
の
も
の
ば
か
り

で
す
」
と
威
勢
よ
く
語
る
。

こ
う
し
て
い
る
間
に
も
、
お
客
さ
ん

は
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
三
○
○
人
ほ
ど

に
な
り
、
店
内
は
大
入
り
満
員
。

１
７４
１

店
内
に
入
る
と
、
や
は
り
色
鮮
や
か

な
「
生
鮮
市
場
」
の
の
ぼ
り
が
店
中
に

た
ち
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
だ
。
入
口
に

は
、
野
菜
や
果
物
。
そ
の
奥
が
魚
市
場
。

そ
し
て
肉
市
場
。
「
生
鮮
市
場
」
の
名

の
通
り
、
生
鮮
食
品
が
フ
ロ
ア
ー
の
七

割
を
占
め
る
の
が
、
こ
こ
住
吉
店
の
特

徴
で
あ
る
。

新鮮な食物が
安く市場感覚で

魚
売
り
場
の
横
に
位
置
す
る
精
肉
市

場
で
は
、
威
勢
の
い
い
呼
び
声
が
響
く
。

こ
こ
で
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ
て
も
、

そ
の
価
格
だ
。
広
報
の
与
儀
さ
ん
は
、

こ
う
語
る
。
「
こ
こ
で
は
皆
さ
ん
が
輸

入
牛
に
対
し
て
持
っ
て
る
イ
メ
ー
ジ
を

払
拭
で
き
る
商
品
を
お
届
け
で
き
ま

す
。
私
ど
も
の
カ
ン
ザ
ス
ピ
ー
フ
は
ア

メ
リ
カ
の
エ
ク
セ
ル
社
と
提
携
し
、
日

豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
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のぼりがムードを盛り上げる

握
る
機
械
「
寿
司
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
実
演

が
楽
し
い
。

日
用
品
売
り
場
で
の
人
気
者
は
、
ダ

イ
エ
ー
の
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「
セ
ー
ビ
ン

グ
」
だ
。
「
品
質
は
他
メ
ー
カ
ー
の
商
品

と
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
価
格
は
四
’

五
割
安
い
の
で
、
売
れ
て
い
ま
す
」
と

担
当
者
は
語
る
。
売
り
上
げ
は
常
に
好

調
で
、
消
費
者
か
ら
の
信
頼
は
厚
い
。

レ
ジ
は
オ
ー
プ
ン
初
日
で
特
別
増
設

し
て
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に

長
蛇
の
列
。
店
内
は
活
気
に
満
ち
て
い

て
、
ま
さ
に
市
場
。
い
か
に
開
店
が
待

た
れ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

営
業
時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
九

時
ま
で
と
、
働
く
人
で
も
余
裕
を
も
っ

て
利
用
出
来
る
。
来
年
一
月
十
六
日
ま

で
無
休
で
営
業
す
る
。

毎
日
の
食
卓
で
、
生
鮮
食
品
は
市
場

で
と
び
き
り
新
鮮
な
も
の
を
選
び
た

い
。
「
生
鮮
市
場
住
吉
店
」
は
そ
ん
な

願
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
。

夜
遅
く
ま
で
、
新
鮮
な
食
物
を
、
市
場

感
覚
で
選
べ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の
だ
。

こ
の
付
近
は
震
災
の
被
害
が
ひ
ど

く
、
地
域
の
店
舗
が
ま
だ
、
立
ち
直
っ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
毎
日
の
新
鮮

な
食
材
へ
の
需
要
は
高
い
。
こ
れ
か

ら
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
ダ
イ
エ
ー

住
吉
店
が
町
の
中
心
と
し
て
賑
わ
い
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ロ
ダ
イ
エ
ー
生
鮮
市
場
住
吉
店

神
戸
市
東
灘
区
住
吉
宮
町
三
’
五
’
十

一
垂
（
○
七
八
）
八
一
一
’
○
三
四
一

再びにぎわいが戻った

本
人
好
み
の
味
に
な
る
よ
う
に
え
さ
も

厳
選
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
に
も
で
き
る
ほ
ど
、
味
は
繊
細

な
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
国
産
牛
も
充
実

し
て
い
ま
す
。
四
人
家
族
む
き
の
、
ま

と
め
買
い
用
の
パ
ッ
ク
も
多
く
販
売
し

て
い
ま
す
」

生
鮮
食
品
が
四
分
の
三
を
占
め
る
フ

ロ
ア
ー
の
残
り
の
ス
ペ
ー
ス
は
お
も
に

デ
リ
カ
フ
ー
ズ
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
も
、
住
吉
店
が
最
も
力
を
入
れ
て

い
る
の
は
、
で
き
た
て
、
と
い
う
こ
と

だ
。
商
品
の
回
転
が
早
い
こ
と
も
あ

り
、
い
つ
で
も
、
あ
の
、
か
ら
っ
と
し

た
味
わ
い
が
楽
し
め
る
の
だ
。

寿
司
バ
イ
キ
ン
グ
に
は
、
約
四
十
種

類
の
、
に
ぎ
り
寿
司
が
一
個
五
十
円
で

華
や
か
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
お
米
を

１
７５
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ＴＥＬ（0 7 8）9 0 4 - 0 5 0 1（代）
TEL(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５

｝
鷺
淘

譜
遍

鍾 磯 ｌ
有
馬
温
泉
の
秋
の
名
物
「
有
馬
大
茶
会
」

は
例
年
通
り
開
催
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か

震
災
の
影
響
で
今
年
は
中
止
に
し
よ
う
か
と

い
う
話
が
出
て
い
た
の
で
す
が
、
八
月
末
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、
そ
れ
な
ら
ば
こ
ん
な

と
き
だ
か
ら
こ
そ
と
い
う
こ
と
で
観
光
協
会
の

か
ん
ぷ
う

有
志
。
婦
人
会
が
中
心
と
な
り
、
名
称
を
「
観
楓

ＴＥＬ（0 7 8）9 0 4 - 3 6 5 6 (代）

鰯

この秋リフレッシュオープン
ステーキコーナー､ 華墾も新装営業

‘､》
布馬温泉政府登録国際殴光旅館

１耳､")9p吟1唾４

*量'の画＄豹詩鋳
Ｔａ(0油9 0 4 - 0 5 5 1

湯 の街

7６

繍議灘
癖や

有馬温泉銀水荘・兆楽代表取締役社長、営谷正幸さん。
次から次へアイデアが飛び出す素敵な男性だ（兆楽玄関前で）

垂
弁

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ

と
う
た
に

富
谷
正
幸
氏
に
聞
き
ま
し
た

秋
の
イ
ベ
ン
ト
＆

冬
の
ド
リ
ー
ム
有
馬

茶
会
」
と
し
て
ｎ
月
２
日
（
木
）
、
３
日
（
金
）
、

瑞
宝
寺
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

当
日
百
席
を
観
光
総
合
案
内
所
、
瑞
宝
寺
公
園

で
発
売
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
（
お
茶
席
券
１
２
０
０
円
）
。

国
問
合
せ
先
有
馬
温
泉
観
光
総
合
案
内
所

宮
、
ｌ
皿
１
０
７
０
８

１
そ
の
ほ
か
秋
に
は
ど
ん
な
企
画
が
？

加
月
相
日
（
日
）
、
念
仏
寺
で
の
六
甲
・
有

馬
俳
句
大
会
（
問
合
わ
せ
。
神
戸
国
際
観
光
協

会
暦
叩
ｌ
畑
ｌ
ｌ
Ｏ
１
０
）
や
、
古
文
書
や
び

ょ
う
ぶ
等
を
ご
紹
介
す
る
有
馬
今
昔
写
真
パ
ネ

ル
展
（
公
民
館
に
て
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

荊
月
５
日
（
日
）
に
は
六
甲
・
有
馬
紅
葉
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
六
甲
山
を
登
っ
て
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
有
馬
へ
下
り
、
瑞
宝
寺
公
園
で
表

彰
式
を
行
い
ま
す
。
紅
葉
が
大
変
美
し
い
時
期

で
す
か
ら
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
応
募
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
（
１
５
０
０
円
）
。

国
問
合
せ
先
神
戸
市
都
市
整
備
公
社
口
Ｉ
プ
ウ
ェ
ー
事
業
部

稗
叩
ｌ
師
ｌ
ｌ
ｌ
６
０

か
ん

ま
た
、
同
日
、
去
年
か
ら
は
じ
め
た
有
馬
観

ぷ
う
底
の
え

楓
碁
の
会
も
石
井
邦
生
九
段
を
は
じ
め
四
人
の

1）

露天風呂と 静寂さにつつまれた

陵楓閣
ひさご

テニスでいい汗
い嘆湯にとっぷり
味に集う くつろぎの宿

食
当

国際眼光旅飽鵜纂激
向陽闇
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日本最長、延々
五キロの空中旅情。
ＴＥＬＯ７８(891)0031
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鍵
癖
鱗
趣
繍
鋤
銅
胤
蝿
聯
蝋
畷
驚

醍理

秀
吉
太
閤
と
有
馬
は
と
て
も
緑
が
深
い
ん
で

す
。
当
時
は
湯
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
有
馬
は
秀

吉
の
別
宅
で
も
あ
り
ま
し
た
し
、
今
年
四
十
六

回
目
を
迎
え
る
「
有
馬
大
茶
会
」
の
ル
ー
ツ
は

秀
吉
が
天
正
十
三
年
に
千
利
休
ら
を
伴
っ
て
開

催
し
た
茶
会
な
ん
で
す
ね
。
ま
た
、
奇
遇
な
の

で
す
が
、
慶
長
元
年
に
起
こ
っ
た
京
畿
大
震
災

で
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
有
馬
温
泉
を
復
興
さ

せ
た
の
は
秀
吉
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た

所
縁
を
ぜ
ひ
番
組
の
中
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脚
本
を
書

き
か
い
や
た
い
ろ

か
れ
た
堺
屋
太
一
さ
ん
に
有
馬
で
講
演
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

ｌ
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
元
気
な
有
馬
に
は

い
つ
も
感
心
し
て
い
ま
す

常
に
催
し
の
あ
る
街
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
冬
は
、
新
し
い
有
馬
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
復
活
祭
の
よ
う
に
活
気
あ
る
イ
ベ
ン
ト

を
ど
ん
ど
ん
企
画
提
案
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

有馬温泉で宴会を楽しむ本詫スタッフ一同。
翌日からはまた忙殺地獄の日々が…。

雅ただようくつろぎの館

､挙句鍵威続
ＴＥＬ（07 8 ) 9 0 4 - 0 7 8 1

会議ｾﾐﾅ ｰから御家族づ?'罰§
有島グランドホ示O し

日本の伝銃
数寄屋造りの館

ＴＥＬ（0 7 8）9 0 4 - 0 1 8 1

自然の恵みを
潟けむりに伝える
政府登録国際観光旅館

?k･象創

棋
士
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
兵
衛
向
陽
閣
で
開
催

し
ま
す
。
（
事
前
申
し
込
み
要
。
３
０
０
０
円
）

加
月
理
日
（
日
）
ｌ
ｎ
月
踊
日
（
祝
）
に
は
、

日
本
最
古
の
温
泉
街
を
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら

巡
ろ
う
と
い
う
あ
り
ま
お
ん
せ
ん
ク
イ
ズ
テ
ー

リ
ン
グ
を
し
ま
す
。
（
無
料
）

回
前
記
二
件
の
問
合
わ
せ
有
馬
温
泉
観
光
総
合
案
内
所

（
君
は
前
記
）

ｌ
冬
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
富
谷
さ

ん
の
ア
イ
デ
ア
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

こ
の
夏
、
川
床
で
本
物
の
芸
者
さ
ん
が
桟
敷

席
で
接
客
を
し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
川
床
で
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
週
末
コ
ン
サ
ー
ト
の

よ
う
な
も
の
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
灘
五
郷
の
酒
造
会
社
と
提
携
で
温
泉

ま
つ
り
と
し
て
何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
な
い

か
な
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

柁
月
別
（
日
）
・
踊
（
月
）
に
は
温
泉
＆
ク

リ
ス
マ
ス
と
い
う
こ
と
で
、
洋
菓
子
企
画
の
よ

う
な
も
の
が
で
き
れ
ば
面
白
い
で
す
ね
。
正
月

に
は
〃
除
夜
の
鐘
を
聞
き
な
が
ら
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
″
な
ん
て
楽
し
そ
う
で
し
ょ
う
。
１
月

Ⅷ
日
の
よ
い
え
び
す
に
は
、
西
宮
え
び
す
叩
神
社

に
お
参
り
を
し
た
後
、
有
馬
に
お
泊
ま
り
い
た

だ
く
、
と
い
う
よ
う
な
ツ
ア
ー
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

２
月
３
日
（
土
）
・
４
日
（
日
）
に
は
節
分

福
の
神
、
２
月
Ｍ
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に

は
、
特
に
カ
ッ
プ
ル
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
楽
し
い
企
画
を
ぜ
ひ
と
も
や
り
た

い
で
す
ね
。

’
と
こ
ろ
で
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

で
豊
臣
秀
吉
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
そ
う
で
す
ね

７t 鯛離油融r － 熟敏山
ＴＥＬ（078)904-0701（代）

おかげさまで一周年を迎え
させていただきました。
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橋
本
明
く
鶴
野
蕊
蕊
〉

震
災
で
外
国
人
は
ど
う
行
動
し
、
何
を
考
え
た
の
だ
ろ

う
か
。
防
災
の
日
の
翌
日
、
芦
屋
市
で
「
外
国
人
が
語
る

震
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
の

震
災
体
験
を
要
約
す
る
と
、

ラ
・
ペ
ィ
タ
ン
（
タ
イ
）
夫
婦
と
子
ど
も
三
人
の
五
人

家
族
で
被
災
。
芦
屋
市
の
自
宅
が
壊
れ
、
一
カ
月
程
大
阪

に
避
難
し
て
い
た
。
今
、
家
を
建
て
替
え
て
い
る
が
、
震

災
後
は
な
か
な
か
電
話
が
通
じ
ず
不
安
だ
っ
た
。
り
災
証

明
書
を
市
へ
も
ら
い
に
行
っ
た
が
日
本
人
と
同
じ
受
付
窓

口
だ
っ
た
の
で
困
っ
た
。
こ
ん
な
場
合
は
言
葉
の
よ
く
理

解
で
き
な
い
被
災
者
も
い
る
の
で
外
国
人
専
用
の
受
付
が

あ
れ
ば
よ
か
っ
た
。
い
ろ
ん
な
こ
と
で
と
ま
ど
っ
た
が
、

一
体
ど
こ
へ
行
け
ば
正
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る
の
か
が
わ

か
ら
な
い
の
で
困
っ
た
。
・

斉
郷
（
中
国
）
福
建
省
か
ら
の
留
学
生
。
芦
屋
の
ア
パ

ー
ト
が
半
壊
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
ど
こ
へ
避
難
す
れ
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
家
に
閉
じ
込
も
っ
て
残
り
物
を
食

べ
て
い
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
応
募
し
て
救
援
物
資
を
運

ん
だ
り
し
た
が
、
外
国
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
た
だ
援
助
さ

被
災
外
国
人
は

何
を
考
え
た
の
か

神
戸
を
福
祉
の
街
ド

れ
る
だ
け
で
な
く
、
他
人
の
役
に
立
つ
力
に
な
り
た
い
。

普
段
か
ら
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
る
場
や
情

報
交
換
の
で
き
る
場
が
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
災
害
の
時
に

大
変
助
か
る
の
で
は
な
い
か
。
外
国
人
へ
の
救
援
は
い
ろ

い
ろ
あ
っ
た
が
、
英
語
の
わ
か
ら
な
い
人
も
い
る
の
で
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
情
報
を
流
し
て
ほ
し
い
し
、
多
く
の
留
学

生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
な
く
し
た
の
で
、
安
い
賃
貸
住
宅
と

ア
ル
バ
イ
ト
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

キ
ャ
サ
リ
ン
。
ベ
ン
ト
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
震
災
に
直
面

し
て
一
番
し
た
か
っ
た
こ
と
は
「
誰
か
を
助
け
て
あ
げ
る

こ
と
」
だ
っ
た
。
何
か
し
た
い
、
と
思
っ
て
避
難
所
を
回

り
、
心
の
ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
す
る
た
め
に
テ
ィ
サ
ー
ビ

ス
を
し
た
り
、
話
を
聞
い
て
あ
げ
た
り
し
た
。
励
ま
し
に

行
っ
た
の
に
却
っ
て
自
分
が
励
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
今
回
の
震
災
で
こ
ん
な
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

見
た
の
は
初
め
て
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
に
は
本
当

に
感
動
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、
い
ざ
と
い
う
時

に
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
事
前
に
情
報
が
あ
れ

ば
よ
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
ラ
ジ
オ
放
送
で
英
語
の
情
報 鶏

１
７８
１
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１
７９
１

を
少
し
で
も
流
し
て
く
れ
れ
ば
よ
い
と
思
っ
た
。

ス
ザ
ン
ヌ
・
テ
ン
プ
ル
（
ア
メ
リ
カ
）
芦
屋
の
マ
ン
シ

ョ
ン
で
被
災
。
夫
は
日
本
人
。
ま
ず
、
震
災
体
験
を
「
外

国
人
の
眼
」
と
「
日
本
人
の
眼
」
と
に
分
け
て
考
え
よ
う

と
す
る
の
は
お
か
し
い
。
被
災
者
と
し
て
の
立
場
は
同
じ

は
ず
。
地
震
の
時
、
夫
は
す
ぐ
に
水
と
食
料
の
確
保
を
考

え
た
が
、
私
は
家
や
友
人
、
知
人
の
安
全
を
考
え
、
連
絡

を
と
り
合
っ
て
無
事
を
確
認
し
た
。
テ
レ
ビ
で
英
語
の
放

左からラ・ペイタンさん、斉郷さん、キャサリン・ベントンさん、スザンヌ・テンプルさん

送
が
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
し
、
ニ
ュ
ー
ス
や
番
組

で
は
「
何
が
起
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
ば
か
り
を
報
道
し

「
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
「
ど
こ
に
行
け
ば
よ
い
の
か
」

と
い
う
被
災
者
が
知
り
た
い
具
体
的
な
役
に
立
つ
情
報
を

流
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

山
野
上
素
充
（
神
戸
の
セ
ン
ト
キ
ャ
サ
リ
ン
ズ
カ
レ
ッ
ジ

事
務
局
長
）
学
校
に
は
初
め
て
地
震
を
体
験
し
た
イ
ギ

リ
ス
人
が
多
く
、
五
十
人
の
う
ち
二
十
三
人
が
本
人
の
希

望
で
一
時
帰
国
し
た
。
残
っ
た
外
国
人
は
救
援
物
資
の
運

搬
や
医
療
チ
ー
ム
の
車
の
運
転
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
あ
る

い
は
在
宅
の
被
災
者
に
物
資
の
配
給
の
手
伝
い
、
水
汲
み

な
ど
、
日
本
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
区
別
な
く
復
興
の
た
め

に
働
い
た
。
そ
の
た
め
か
今
ま
で
疎
遠
と
も
思
わ
れ
て
い

た
学
校
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
大
変
深
ま
っ
た
よ
う
に

田
管
っ
。以

上
の
よ
う
な
体
験
が
語
ら
れ
た
が
、
日
本
に
長
く
住

み
、
日
本
語
も
理
解
で
き
て
地
域
と
の
つ
き
あ
い
も
あ
る

外
国
人
と
、
日
本
語
が
わ
か
ら
ず
近
所
づ
き
合
い
も
な
い

外
国
人
と
で
は
震
災
体
験
も
ず
い
分
違
っ
た
で
あ
ろ
う
。

神
戸
市
に
は
四
万
四
千
人
も
の
外
国
人
が
住
み
、
そ
の

国
と
地
域
は
九
十
三
に
及
ぶ
。
そ
れ
だ
け
の
人
数
に
相
当

す
る
数
の
被
災
体
験
が
あ
り
、
多
く
の
外
国
人
も
今
回
の

震
災
で
命
を
失
な
い
、
家
を
失
な
っ
た
。
国
際
都
市
と
し

て
ど
れ
だ
け
被
災
し
た
外
国
人
の
力
に
な
れ
た
の
か
、
あ

る
い
は
な
れ
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
支

え
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
国
際
都
市
と
し
て

の
、
あ
る
い
は
市
民
福
祉
都
市
と
し
て
の
真
価
が
、
震
災

に
よ
っ
て
今
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
思
い
が
す
る
。
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冠
。
．

☆
「
中
国
・
日
本
美
術
の
名
賀
」

「
オ
リ
エ
ン
ト
械
琶
」

大
人
８
０
０
円
大
高
生
５
０
０
円

建
物
に
被
害
の
あ
っ
た
白
鶴

美
術
館
だ
が
、
幸
い
所
蔵
品
は

無
事
。
本
館
展
示
室
の
補
修
を

終
え
復
興
記
念
展
を
開
催
す

患
．
。

☆
加
藤
健
一
事
務
所
Ｖ
Ｏ
Ｌ
別

「
セ
イ
ム
タ
イ
ム
・
ネ
ク
ス
ト

イ
ヤ
ー
」

脚
／
訂
（
金
）
１
羽
（
日
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

今
年
で
賜
周
年
を
迎
え
た
加

藤
健
一
事
務
所
が
お
く
る
大
人

の
メ
ル
ヘ
ン
。

そ
れ
ぞ
れ
幸
せ
な
家
庭
を
持

つ
ド
リ
ア
と
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
偶

然
の
出
会
い
か
ら
一
夜
を
共
に

す
る
。
そ
れ
は
ふ
た
り
に
と
っ

て
初
め
て
の
浮
気
だ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
妬
年
間
、
年
に
一
度
、

同
じ
日
、
同
じ
場
所
で
デ
ー
ト

を
重
ね
て
ゆ
く
．
・
・
・

こ
れ
ま
で
多
く
の
観
客
を
魅

了
し
て
き
た
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ
の

決
定
版
。
熱
い
リ
ク
エ
ス
ト
に

る
。
所
蔵
品
の
中
心
は
中
国
と

日
本
の
古
美
術
品
。
股
周
時
代

の
青
銅
器
、
宗
・
明
時
代
の
陶

磁
器
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
経

巻
を
は
じ
め
、
世
界
に
誇
る
所

蔵
品
の
無
事
な
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
開
館
帥
周
年
記
念

と
し
て
完
成
し
た
新
館
で
は
、

新
た
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
わ

っ
た
中
近
東
の
誠
種
も
展
示
さ

れ
る
。

謡
コミカルなベッドシーンで幕開け

土井稔「ティータイム」

応
え
て
、
５
年
ぶ
り
４
回
目
の

上
演
と
な
る
。
初
演
以
来
の
ゴ

ー
ル
デ
ン
コ
ン
ビ
、
加
藤
健
一

と
高
畑
淳
子
に
加
え
、
演
出
に

紀
伊
国
屋
演
劇
賞
を
受
賞
し
た

宮
田
慶
子
を
迎
え
て
贈
る
。

☆
東
京
壱
組
其
乃
十
八

「
分
か
ら
な
い
国
」

と
「
世
界
最
低
会
議
ラ
イ
ブ
」

Ⅷ
／
犯
（
水
）
Ｉ
函
（
木
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

Ｓ
席
４
０
０
０
円
Ａ
席
２
５
０
０
円

言
０
７
８
１
２
９
１
１
９
９
９
９

「
愛
は
頭
に
く
る
」
で
旗
揚

げ
し
て
以
来
、
、
周
年
を
迎
え

た
東
京
壱
組
。
記
念
公
演
第
二

弾
は
、
こ
れ
ま
で
上
演
し
た
中

で
も
っ
と
も
人
気
の
あ
っ
た
原

田
宗
典
作
・
大
谷
亮
介
演
出
の

「
分
か
ら
な
い
国
」
。
訳
の
分

か
ら
な
い
国
・
日
本
の
分
か
り

あ
え
な
い
家
族
の
中
で
、
自
分

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
１
．
そ
ん
な
人
は
宗
教
に
走

ら
ず
演
劇
に
走
れ
！
原
田
宗

三典と長
岡
毅
ら
に
よ
る
鋭
く
お

か
し
い
世
間
話
「
世
界
最
低
ラ

イ
ブ
」
も
、
本
編
上
演
前
に
無

料
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
８０
１

蹄T I 理h P - 室生. ，鋸

股時代の青銅器

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

名
倉
誠
人
マ
リ
ン
バ

リ
サ
イ
タ
ル

Ⅷ
／
調
（
火
）
把
・
・
卯
ｌ

神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

当
日
３
０
０
０
円
前
売
２
５
０
０
円

☆
一
陽
会
会
員

「
土
井
稔
小
品
展
」

Ⅲ
／
２
（
木
）
１
７
（
火
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー
副

曾
０
７
８
１
２
７
１
‐
３
７
８
０

神
一
戸
の
風
景
や
女
性
を
多
く

手
掛
け
て
き
た
土
井
稔
。
震
災

後
も
、
あ
く
ま
で
し
ゃ
れ
た
セ

ン
ス
で
制
作
を
続
け
●
て
い
る
。

今
回
は
、
帥
号
の
「
チ
キ
ン
ジ

ヨ
ー
ジ
」
か
ら
サ
ム
ホ
ー
ル
、

ガ
ラ
ス
絵
ま
で
、
大
小
と
り
ま

ぜ
て
約
妬
点
を
展
示
す
る
。
先

月
ま
で
本
誌
連
載
の
小
説
「
イ

ノ
セ
ン
ト
。
イ
モ
ラ
ル
・
マ
ミ

ー
」
の
イ
ラ
ス
ト
も
出
品
予

定
。
原
画
の
魅
力
を
存
分
に
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

衝
。
。
＊
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Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
国
際
映
画
祭
の

無
料
招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
者
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

を
明
記
の
上
、
本
誌
と
本
棚
に
対
す

る
ホ
ン
ネ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
必
ず
添

え
て
、
左
記
ま
で
。
先
着
、
名
様
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

画
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
３
１
１

１
８１

ツ
イ
ン
ズ
ト
ア
ビ
ル
４
Ｆ
（
〒
卸
）

月
刊
神
戸
っ
子
・
モ
ダ
カ
ル
矢
島

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
神
戸
コ
ン
サ
ー
ト
控
会

宮
０
７
８
１
５
８
３
１
１
１
８
０

海
外
で
も
絶
賛
さ
れ
て
い
る

神
戸
出
身
の
マ
リ
ン
バ
奏
者
・

名
倉
誠
人
が
、
芸
術
で
人
を
慰

め
る
の
で
は
な
く
、
芸
術
の
力

強
い
創
造
力
で
人
を
勇
気
づ
け

よ
う
と
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
く
。
フ
ル
ー
ト
に

矢
野
正
浩
を
迎
え
、
マ
リ
ン
バ

用
に
作
曲
さ
れ
た
世
界
初
演
作

を
含
む
６
曲
を
演
奏
す
る
。
主

催
は
ア
ー
ト
エ
イ
ド
神
戸
実
行

委
員
会
で
、
収
益
は
神
戸
文
化

復
興
基
金
に
寄
付
さ
れ
る
。
前

売
り
は
、
海
文
堂
書
店
等
で
も

受
け
付
け
て
い
る
。 灘

☆
剛
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
国
際
映
画
祭

「
人
間
Ｉ
こ
の
素
晴
ら
し
き
仲
間
た
ち
」

窟
０
７
８
１
３
３
１
１
８
５
３
８

日
本
の
映
画
発
祥
の
地
、
神

戸
。
そ
し
て
、
人
間
ま
だ
ま
だ

捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
と
感
じ

た
一
九
九
五
年
。
映
画
と
神

戸
、
そ
し
て
人
間
が
好
き
な
人

に
は
堪
ら
な
い
名
作
の
数
点
を

上
映
す
る
。

映
画

マリンバ奏者・名倉誠人

加
／
刀
（
金
）
前
夜
祭

「
映
画
と
映
画
音
楽
の
夕
べ
」
大
森
一
樹

「
男
は
つ
ら
い
よ
。
寅
次
郎
相
合
い
傘
」

、
／
調
（
土
）
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

「
韓
国
映
画
と
民
俗
芸
能
の
夕
べ
」

「
風
の
丘
を
越
え
て
Ｉ
西
便
制
」

ｍ
／
四
（
日
）
対
談
「
ユ
ー
リ
ー
・
ノ
ル

シ
ュ
テ
イ
ン
の
世
界
」
×
高
畑
勲

「
話
の
話
」
「
あ
お
さ
ぎ
と
鶴
」

「
霧
に
つ
つ
ま
れ
た
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
」

加
／
卵
（
月
）

「
ギ
ル
バ
ー
ト
・
グ
レ
イ
プ
」

ｍ
／
別
（
火
）

「
カ
サ
プ
ラ
ン
カ
」

Ⅱ
／
１
（
水
）

「
動
く
な
、
死
ね
、
蘇
れ
！
」

Ⅶ
／
２
（
木
）

「
青
い
パ
パ
イ
ヤ
の
香
り
」

Ⅶ
／
３
（
祝
）
対
談
「
片
岡
仁
左
衛
門
を

語
る
」
羽
田
澄
子
×
因
幡
新
平

「
歌
舞
伎
役
者
片
岡
仁
左
衛
門
Ｉ
登
仙
の

巻
ｌ
」

Ⅷ
／
４
（
土
）

「
日
頃
日
の
ピ
ュ
」
「
ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク
」

Ⅷ
／
５
（
日
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
映
画
的

街
づ
く
り
の
ス
ズ
メ
」
高
野
悦
子
・
川
本

三
郎
・
因
幡
新
平
・
片
岡
達
美

「
阪
神
大
震
災
を
生
き
る
ｌ
助
け
合
い
。

思
い
や
る
心
ｌ
」
「
黄
金
の
馬
車
」

☆
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
ー

ジ
ャ
ッ
ジ
ド
レ
ッ
ド
１
，
／
３

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ズ
皿
／
４
１

☆
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
２

ク
リ
ム
ゾ
ン
タ
イ
ド
上
映
中

☆
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
３

雌
か
な
生
活
１
ｍ
／
幻

バ
ー
ス
デ
イ
プ
レ
ゼ
ン
ト

、
／
配
Ｉ
狸
／
８

ゴ
ジ
ラ
婚
デ
ス
ト
ロ
イ
了
廻
／
９
１

☆
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
４

プ
レ
イ
プ
ハ
ー
ト
（
上
映
中
）

フ
レ
ン
チ
キ
ス
（
次
回
予
定
）

☆
ａ
ｂ
シ
ネ
マ
ー

君
を
忘
れ
な
い

☆
ａ
ｂ
シ
ネ
マ
２

キ
ャ
ン
プ
で
逢
い
ま
し
ょ
う

☆
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
ー

ジ
ム
・
キ
ャ
リ
ー
ハ
Ｍ
ｒ
・
ダ
マ
ー

穂
★
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸

加
／
瓢
（
土
）
・
翠
日
（
日
）

オ
リ
ヅ
ク
ス
霜
ヤ
ク
ル
ト

、
／
記
（
土
）
・
鯛
（
日
）

オ
リ
ッ
ク
ス
脂
ヤ
ク
ル
ト

（
予
備
日
、
／
鋤
）

☆
ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場

、
／
酌
（
日
）

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
婚
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
甲
府

、
／
鯛
（
口
）

ワ
ー
ル
ド
婚
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
西

、
／
１
（
水
）

ガ
ン
バ
大
阪
妬
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
川
崎

皿
／
皿
（
土
）

セ
レ
ッ
ソ
大
阪
妬
ヴ
ニ
ル
デ
ィ
川
崎

、
／
坊
（
日
）

ワ
ー
ル
ド
妬
神
一
偏
挫
鋼

１
８１
１

動くな、死ね、唾れノ（1 1 ／１上映）

国
・
※

☆
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
蛎
虹
回

定
期
演
奏
会
指
揮
・
朝
比
奈
千
足

独
奏
・
大
谷
康
子
ｕ
／
皿
（
土
）

☆ ★ ☆

i i 難識蕊灘婆
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☆
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
２

マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
の
橋

☆
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
３

恋
す
る
惑
星

☆
三
劇

ジ
ャ
ッ
ジ
・
ド
レ
ッ
ド

★
ビ
ッ
ク
映
劇

マ
イ
・
フ
レ
ン
ド
・
フ
ォ
ー
エ
パ
ー

☆
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん

レ
オ
ン
／
ク
ラ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム

★
新
劇
会
館

シ
リ
ア
ル
マ
マ
他
ｍ
／
郡
Ｉ

大
西
灘
劇
場

蔵

擬
※
・
錘
．
．

ス
ポ
ー
ツ
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
運
命
物
語
は

回
転
ド
ア
か
ら
流
れ
出
る

香
港
生
れ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住
の
ウ
エ
イ
・
ワ
ン
（
四

七
歳
）
の
一
九
九
五
年
日
米
合
作
。
一
時
間
五
三
分
。
カ
ラ
ー
。

こ
の
監
督
は
「
ジ
ョ
イ
・
ラ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
」
（
九
三
）
で
私
の

ひ
い
き
監
督
。
あ
れ
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
チ
ャ
イ
ナ
。
ダ
ウ

ン
の
二
世
の
（
女
）
数
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
。
も
ち
ろ
ん
エ
イ
ミ
・

タ
ン
の
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
小
説
映
画
化
。

こ
ん
ど
は
ア
メ
リ
カ
文
学
を
代
表
す
る
と
ま
で
い
わ
れ
た
ポ
ー

ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
の
小
説
の
映
画
化
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
選
び
方
に

、
、
、

シ
」
の
監
督
の
こ
の
み
を
知
る
。

こ
ん
ど
は
男
三
人
と
ひ
と
り
の
少
年
の
人
生
を
描
く
。
男
も
の

が
た
り
。
こ
れ
に
わ
き
に
女
性
が
か
ら
む
。
男
三
人
は
タ
バ
コ
屋

そ
の
し
が
な
い
小
さ
な
タ
バ
コ
屋
の
主
人
（
ハ
ー
ヴ
イ
イ
・
カ
イ

テ
ル
）
こ
の
店
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
シ
ガ
レ
ッ
ト
を
買
い
に
く
る
売

れ
な
い
小
説
家
（
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ハ
ー
ト
）
。
い
ま
ひ
と
り
は
郊

外
の
さ
び
し
い
通
り
の
わ
き
で
ひ
と
り
で
自
動
車
修
理
の
店
を
出

し
て
い
る
黒
人
（
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ウ
ィ
テ
カ
ー
）
。

映
画
好
き
は
こ
の
三
人
で
胸
が
と
き
め
く
に
ち
が
い
が
な
い
。

フ
ォ
レ
ス
ト
・
ウ
ィ
テ
カ
ー
は
「
ク
ラ
イ
ン
グ
・
ゲ
ー
ム
」
（
九

三
）
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ー
ン
か
ら
十
分
間
そ
し
て
車
に
ぶ
つ
か

っ
て
死
ぬ
役
で
、
こ
の
映
画
の
す
べ
て
を
か
っ
さ
ら
っ
た
。
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ハ
ー
ト
は
「
蜘
妹
女
の
キ
ス
」
の
悲
し
い
お
か
ま
を
名

演
。
カ
イ
テ
ル
は
御
存
知
「
ピ
ア
ノ
。
レ
ッ
ス
ン
」
で
す
べ
て
の

最
後
を
し
め
く
く
る
島
の
男
。
「
デ
ュ
ァ
リ
ス
ト
／
決
闘
者
」
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ム
ー
ド
。
「
タ
ク
シ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
」
の
ひ
る

ま
か
ら
の
商
売
女
を
売
り
つ
け
る
ぼ
ん
ぴ
き
。
す
べ
て
が
名
演
。

香
港
生
れ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住
の
ウ
エ
イ
・
ワ
ン
（
四

七
歳
）
の
一
九
九
五
年
日
米
合
作
。
一
時
間
五
三
分
。
カ
ラ
ー
。

こ
の
監
督
は
「
ジ
ョ
イ
・
ラ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
」
（
九
三
）
で
私
の

ｋ
、
ｒ
：
言
Ｌ
ｆ
。
７
し
と
一
／
γ
；
／
／
〜
！
ｊ
畠
ｒ
一
，
，

｡ '蝋慕蝋｡'蝋慕蝋

日
交
口
作
「
ス
モ
ー
ク
」

日
交
口
作
「
ス
モ
ー
ク
」

●●

｡

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
運
命
物
語
は

回
転
ド
ア
か
ら
流
れ
出
る

１
８２
１

｡

こ
の
三
人
に
ひ
と
り
の
黒
人
少
年
（
ハ
ロ
ル
ド
・
ペ
リ
ノ
）
が
こ

の
ス
ト
ー
リ
ー
の
案
内
役
の
型
で
参
加
。
こ
の
少
年
、
こ
の
映
画

の
主
役
と
も
見
え
る
こ
の
配
役
の
巧
み
。
こ
こ
に
ひ
と
り
の
女
が

麻
薬
中
毒
娘
の
母
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
れ
が
ス
ト
ッ
カ
ー
ド
・

チ
ャ
ニ
ン
グ
。
「
駅
馬
車
」
の
ダ
ラ
ス
を
や
っ
た
ク
レ
ア
・
ト
レ

ヴ
オ
ア
ー
。
そ
れ
に
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
こ
の
二
人

を
思
わ
せ
る
意
気
つ
ぶ
り
の
気
味
の
い
い
、
し
か
し
悲
し
い
女
。

×

配
役
が
い
い
の
で
ス
ト
ー
リ
ー
に
手
が
と
ど
か
な
い
。

タ
バ
コ
屋
の
た
だ
ひ
と
つ
の
趣
味
は
写
真
の
ア
ル
バ
ム
を
た
め

る
こ
と
。
毎
朝
、
毎
年
の
よ
う
に
朝
の
時
間
の
何
分
間
を
キ
ャ
メ

ラ
で
店
の
ま
え
の
通
行
人
を
撮
影
。
ど
こ
か
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

詩
が
た
だ
よ
う
ア
ル
バ
ム
。
こ
れ
を
見
せ
ら
れ
た
小
説
家
は
何
・
ヘ

ー
ジ
か
の
と
こ
ろ
で
ハ
ツ
と
目
を
と
め
た
。
涙
を
こ
ぼ
し
た
。
死

ん
だ
妻
が
元
気
だ
っ
た
こ
ろ
の
そ
の
姿
が
タ
バ
コ
屋
の
前
の
通
り

の
人
の
な
か
に
。
そ
の
写
真
。

そ
の
あ
と
、
こ
の
作
家
は
思
い
だ
し
て
、
ア
シ
と
タ
ク
シ
ー
に

ぶ
つ
か
り
か
け
た
。
サ
ッ
と
う
し
ろ
か
ら
引
っ
ぱ
っ
た
の
が
十
六

歳
く
ら
い
の
黒
人
少
年
。

御
礼
を
い
う
と
断
わ
っ
た
。
家
は
、
と
聞
く
と
、
目
下
ホ
ー
ム
レ

ス
。
そ
れ
な
ら
、
僕
の
家
で
寝
ろ
と
す
す
め
る
。
二
、
三
日
し
て
母

が
さ
が
し
当
て
て
小
説
家
を
黒
人
の
マ
マ
は
叱
り
つ
け
た
。
う
ち

の
子
を
な
に
す
ん
だ
。
お
ま
え
さ
ん
、
少
年
趣
味
か
と
す
ご
ん
だ
。

少
年
は
ま
た
母
か
ら
逃
れ
作
家
か
ら
も
逃
れ
、
ひ
と
り
出
て
行

っ
た
。
出
し
な
に
作
家
の
本
棚
の
一
番
上
の
奥
に
何
や
ら
く
し
や

こ
の
三
人
に
ひ
と
り
の
黒
人
少
年
（
ハ
ロ
ル
ド
・
ペ
リ
ノ
）
が
こ

の
ス
ト
ー
リ
ー
の
案
内
役
の
型
で
参
加
。
こ
の
少
年
、
こ
の
映
画

の
主
役
と
も
見
え
る
こ
の
配
役
の
巧
み
。
こ
こ
に
ひ
と
り
の
女
が

ｆ
且
》
可
一
一
一
諺
…
，
ｆ
・
・
勿
一
．
ｆ
１
－
ワ
ー
．
，
。
き
し
§
，
、
；
７
儒
．

１
８２
１
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く
し
や
の
紙
包
み
を
か
く
し
て
、
出
て
行
っ
た
。
い
ア
ン
タ
と
ア
タ
イ
の
あ
い
だ
の
娘
の
こ
と
と
言
う
。
俺
の
娘
と

こ
の
少
年
は
ま
え
か
ら
自
分
の
ほ
ん
と
の
父
を
知
っ
て
い
た
。
ど
う
し
て
わ
か
る
と
怒
っ
た
と
こ
ろ
、
い
つ
・
へ
ん
見
て
よ
と
言

郊
外
の
商
売
に
は
不
向
き
の
場
所
。
そ
の
車
の
修
理
店
の
前
で
じ
う
。
ア
ン
ダ
そ
っ
く
り
よ
・
そ
れ
で
「
金
か
」
と
ま
た
聞
く
と
女

っ
と
パ
ン
を
ほ
う
ば
り
な
が
ら
こ
の
少
年
は
店
の
中
を
見
つ
め
て
は
首
を
振
っ
て
こ
の
娘
に
逢
え
と
す
ご
む
。
言
わ
れ
て
逢
っ
た
。

い
た
。
い
つ
ま
で
も
見
つ
め
て
い
る
の
で
片
手
を
失
っ
て
義
手
の
娘
（
ア
シ
ュ
レ
イ
・
ジ
ャ
ッ
デ
）
麻
薬
中
毒
。
し
か
も
妊
娠
三
ヶ

左
の
手
を
振
り
あ
げ
て
「
お
め
え
…
…
何
ん
だ
い
」
と
そ
の
黒
人
月
、
子
を
お
ろ
す
と
言
う
。
実
の
父
の
、
お
前
さ
ん
「
と
め
ろ
」

が
殴
り
か
け
た
。
実
は
そ
れ
が
幼
年
の
こ
ろ
捨
て
た
自
分
の
実
の
と
言
っ
て
お
く
れ
よ
…
…
こ
の
映
画
ま
さ
に
運
命
物
語
の
ク
ル
ク

息
子
。
い
ま
は
別
の
女
と
結
婚
し
て
子
供
ま
で
持
つ
こ
の
男
が
思
ル
ま
わ
る
廻
転
ド
ア
だ
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
日
本
へ
ラ
ル
ド
の

わ
ず
怒
り
狂
っ
て
自
分
を
さ
が
し
当
て
た
息
子
を
叩
き
か
え
そ
う
井
関
氏
と
東
京
生
れ
の
ユ
ー
ロ
ス
。
ヘ
ー
ス
の
堀
越
謙
三
氏
。
こ
の

と
し
て
、
や
っ
ぱ
り
泣
い
て
抱
き
し
め
た
。
映
画
の
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ー
ン
。
電
車
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
へ
。
な
る

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
デ
ェ
ヴ
イ
ヴ
イ
エ
の
「
運
命
の
饗
宴
」
の
匂
い
ほ
ど
、
こ
の
あ
た
り
日
本
映
画
そ
っ
く
り
。
撮
影
は
「
真
夜
中
の

が
し
た
。
こ
の
原
作
の
ア
メ
リ
カ
作
家
の
な
か
に
は
フ
ラ
ン
ス
が
カ
ー
ボ
ー
イ
」
の
名
手
ア
ダ
ム
・
ホ
ラ
ン
ダ
ー
。
だ
ら
し
な
い
ち

か
す
か
に
匂
う
。
か
ご
ろ
の
ア
メ
リ
カ
映
画
も
よ
う
や
く
立
ち
な
お
り
始
め
た
よ
。

さ
て
少
年
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
タ
バ
コ
屋
少
年
が
小
説
家
の
本
棚
の
奥
に
投
げ
こ
ん
だ
紙
包
み
は
ギ
ャ
ン
グ

で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
店
に
夜
の
女
あ
が
り
の
が
逃
亡
途
中
投
げ
捨
て
た
か
落
と
し
た
か
の
六
○
○
○
ド
ル
。
少

片
目
を
黒
眼
帯
で
か
く
し
た
女
が
十
八
年
ぶ
り
に
突
如
や
っ
て
き
年
は
こ
れ
で
家
か
ら
身
を
か
く
し
ホ
ー
ム
レ
ス
で
さ
ま
よ
っ
て
い

た
。
驚
い
た
。
タ
バ
コ
屋
が
「
金
か
？
」
と
聞
く
と
そ
う
じ
ゃ
な
た
わ
け
。
…
…
ウ
ェ
イ
ン
・
ワ
ン
は
い
い
監
督
だ
、
嬉
し
い
よ
。

ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
黒
人
少
年
ハ
ロ
ル
ド
・
ペ
リ
ノ
売
れ
な
い
小
説
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ト
（
右
）

（
こ
の
映
画
で
デ
ビ
ュ
ー
）

タ
バ
コ
屋
の
主
人
ハ
ー
ヴ
ィ
イ
・
カ
イ
ラ
ル
（
左
）
自
動
車
修
理
店
主
の
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ウ
ィ
テ
カ
ー
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サービス期間中１

｢ 春浅き法隆寺」北岡文雄

三
ｍ
言
い

★
博
物
館
人
必
見
！

「
人
々
は
時
代
の
流
れ
に
そ

っ
て
生
活
す
る
た
め
、
情
報
が

生
活
の
す
べ
て
の
規
範
と
な
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
」
ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
博

物
館
館
長
・
諸
岡
博
熊
さ
ん
の

著
書
『
企
業
博
物
館
ｌ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ー
』

は
第
１
章
か
ら
第
６
章
に
わ
た

っ
て
今
後
の
企
業
博
物
館
は
ど

の
よ
う
に
運
営
を
考
え
、
活
用

さ
れ
る
べ
き
な
の
か
と
い
っ
た

実
践
的
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
論
を
展

開
す
る
。
博
物
館
人
に
よ
る
博

物
館
人
の
た
め
の
本
。

■
諸
岡
博
熊
著
（
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
博

物
館
館
長
）

東
京
堂
出
版
・
２
５
０
０
円

１
８４
１

八
出
品
作
家
Ｖ

畦
地
梅
太
郎
・
池
田
修
三
・
伊
藤
卓
美

稲
垣
朱
実
・
大
久
保
坦
・
大
西
耕
三
・

大
本
靖
・
川
西
祐
三
郎
・
北
岡
文
雄
・

鈴
木
正
俊
・
藤
島
清
士
・
前
田
守
一

（
釦
音
順
・
敬
省
略
）

宙
０
７
８
１
３
３
１
１
１
１
２
０

月
畷
休
み

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＱＥ

瀞 神戸百店会だより

Ｍ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

（
ア
メ
リ
カ
の
博
物
館
運
営
の

過
去
・
現
在
・
未
来
）
「
が
、

月
躯
日
（
祝
）
午
後
２
時
１
４

時
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
博
物
館

で
開
催
さ
れ
る
。
物
や
技
術
に

恵
ま
れ
た
、
豊
か
な
時
代
の
博

物
館
は
ど
の
よ
う
に
運
営
す
る

こ
と
で
、
活
性
化
で
き
る
か
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
お
見
逃
し
な

く
！
（
参
加
無
料
）

図
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

③
丸
善
か
ら
の
お
知
ら
せ

現
代
秀
作
木
版
画
展

木
の
も
つ
素
朴
な
温
か
さ
で

叙
情
性
を
豊
か
に
表
現
す
る

「
木
版
画
」
。
当
展
で
は
、
木

版
画
界
を
代
表
す
る
皿
名
の
作

家
が
、
日
本
各
地
の
「
風
景
」

と
「
花
」
を
テ
ー
マ
に
、
独
自

の
作
風
で
描
い
た
、
約
帥
点
の

作
品
を
展
示
。
、
／
四
（
木
）

、
く
型
（
火
）
、
２
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
て

国
丸
善
・
神
戸
元
町
店

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
１
１
４

宮
０
７
８
１
３
９
１
１
６
０
０
３

午
前
加
時
ｌ
午
後
７
時
ま
で

※
如
月
Ⅲ
日
（
水
）
・
把
日
（
水
）
・
創
日

（
土
）
・
塑
日
（
日
）
は
休
業

『
Ｃ
で
一
○
ｍ

震
災
後
、
７
月
１
日
に
再
開

し
た
神
戸
竹
葉
亭
は
、
お
昼
・

ｎ
時
鋤
分
ｌ
鴫
時
釦
分
（
オ
ー

ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
妬
時
）
と
夜
。

Ⅳ
時
ｌ
創
時
（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト

ッ
プ
別
時
鈍
分
）
で
、
会
席
は

通
常
価
格
よ
り
２
０
０
０
円
お

得
な
サ
ー
ビ
ス
価
格
。
１
階
席

に
限
り
サ
ー
ビ
ス
料
・
税
金
は

な
し
。
民
芸
調
の
お
座
敷
、
堀

矩
健
風
テ
ー
ブ
ル
で
ゆ
っ
た
り

と
旬
の
味
を
ご
賞
味
下
さ
い
。

回
神
戸
竹
葉
亭

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
‐
１
‐

。

☆
ア
メ
リ
カ
博
物
館
学
教
授
の

特
別
講
演
会

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
斯
界
の

権
威
者
で
コ
ロ
ラ
ド
大
学
教
授

の
ヴ
イ
ク
タ
ー
。
ダ
ニ
ロ
フ
氏

の
特
別
講
演
会
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ

綴
蕊
鶴
識
鎚
歌
＃
今
す

Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
博
物
館

〒
卸
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
１

６
１
２

湾
０
７
８
ｌ
３
０
２
１
８
８
８
０

Ｆ
Ａ
ｘ
３
０
２
ｉ
８
８
２
４

※
参
加
希
望
の
方
は
蔵
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

早
目
に
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切

と
な
り
ま
す
。

刃
、
○
で
、
二

★
神
戸
竹
葉
亭
、
只
今
サ
ー
ビ

ス
期
間
中
！

Ｄｒ・ヴィクタ一・Ｊ・ダニロフ

鍵蕊
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の
だ
ろ
う
か
？

『
○
℃
一
○
叩

今
年
の
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
・
ク
リ
ス
マ
ス
デ
イ
ナ
ー

シ
ョ
ー
は
咽
月
泌
日
（
祝
）
小

林
幸
子
、
哩
月
製
日
（
日
）
美

川
憲
一
を
迎
え
て
行
わ
れ
る
。

両
日
と
も
、
会
場
は
南
館
１

Ｆ
「
大
輪
田
」
の
問
。
１
部
蝿

時
釦
分
ｌ
旧
時
印
分
、
２
部
四

時
訓
分
ｌ
創
時
帥
分
。
さ
っ
そ

く
〃
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
″
を
リ

ザ
Ｉ
ブ
し
よ
う
１

回
料
金
お
１
人
様
３
２
℃
０
０
０
円

回
予
約
・
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ス
マ
ス
係
／
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

言
０
１
２
０
１
７
１
１
６
１
０
１

『
○
で
一
○
の

☆
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
で

第
Ｍ
回
世
紀
末
セ
ミ
ナ
ー

紳
士
の
国
の
イ
ギ
リ
ス
は
な

ぜ
か
推
理
小
説
の
宝
庫
。
四
世

紀
初
頭
に
文
人
、
画
家
、
そ
し

て
毒
殺
魔
と
し
て
有
名
で
あ
っ

た
ト
マ
ス
・
グ
リ
フ
ィ
ス
・
ウ

ェ
イ
ン
ラ
イ
ト
ー
犯
罪
の
ダ
ン

デ
ィ
ズ
ム
ー
の
講
演
が
、
江
南

大
学
文
学
部
の
松
村
昌
家
教
授

を
講
師
に
迎
え
て
、
、
月
幻
日

（
土
）
午
後
２
時
１
４
３
時
釦
分

「
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
」
の
間
で
開

催
さ
れ
る
。
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト

と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
？

園
参
加
費
／
２
０
０
０
円

国
申
し
込
み
／
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ

ツ
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
」
係

官
０
７
８
‐
３
０
３
１
５
５
５
５

１
８５
１

催
さ
れ
る
。
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト

と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た

を
講
師
に
迎
え
て
、
加
月
幻
日

大
学
文
学
部
の
松
村
昌
家
教
授

デ
ィ
ズ
ム
ー
の
講
演
が
、
江
南

紀
初
頭
に
文
人
、
画
家
、
そ
し

ぜ
か
推
理
小
説
の
宝
庫
。
四
世

第
Ｍ
回
世
紀
末
セ
ミ
ナ
ー

た
ト
マ
ス
・
グ
リ
フ
イ
ス
・
ウ

☆
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ツ
で

て
毒
殺
魔
と
し
て
有
名
で
あ
っ

今
年
の
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

エ
イ
ン
ラ
イ
ト
ー
犯
罪
の
ダ
ン

「
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
」
の
間
で
開

（
土
）
午
後
２
時
１
３
時
釦
分

貢
０
７
８
‐
３
０
３
１
５
５
５
５

ｌ
」
係

紳
士
の
国
の
イ
ギ
リ
ス
は
な

二
，
三
の
椎
癖
翻
鏑
岬
癖
州
事
獅
鋤
語
薙

☆
新
入
会
！
サ
ン
ミ
ケ
ー
レ
新
館
モ
ン
ト
レ
ァ
マ
リ
－
の

と
エ
ス
カ
ー
レ
を
よ
ろ
し
く
１
．
「
エ
ス
カ
ー
レ
」
は
創
作
フ
ラ

こ
の
秋
７
周
年
を
迎
え
た
ホ
ン
ス
料
理
の
お
店
。
店
内
は
船

テ
ル
モ
ン
ト
レ
神
戸
の
イ
タ
リ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン

ア
レ
ス
ト
ラ
ン
「
サ
ン
ミ
ケ
ー
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
船
旅
気

と
。
修
道
院
を
イ
メ
ー
ジ
し
分
で
食
事
が
楽
し
め
そ
う
。

２
店
と
も
、
気
軽
な
食
事
か

鍵
蕊
灘
》
難
轄
戦
一
葎
〃

蕊
｢ サンミケーレ」スタッフのみなさん

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
‐
Ⅷ
１

泊
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
神
戸

宮
０
７
８
．
３
９
２
‐
７
１
１
１
（
代
）

■
エ
ス
カ
ー
レ

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
．
．
２
．
，
畑

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
ア
マ
リ
ー

倉
０
７
８
１
３
３
４
１
１
７
１
１
（
代
）

。
○
匡
詞
三
ｍ
『

ロ
ー
ヱ
ヱ
、
力
の
エ
○
三

②
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で

神
戸
洋
菓
子
パ
ラ
ダ
イ
ス

グ
ル
メ
デ
イ
ア
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
妬

の
も
う
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
、
神

戸
洋
菓
子
パ
ラ
ダ
イ
ス
が
、
⑩

月
釧
日
（
火
）
午
後
２
時
１
４

時
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

「
大
輪
田
‐
一
の
間
で
開
催
さ
れ

る
。
神
戸
を
代
表
す
る
注
菓
子

メ
ー
カ
ー
巧
社
の
競
減
で
「
デ

ギ
ス
タ
シ
オ
ン
（
一
口
サ
イ
ズ

の
ケ
ー
キ
と
を
お
し
ゃ
れ
に

楽
し
め
る
チ
ャ
ン
ス
は
、
お
一

人
１
２
０
０
円
。
チ
ケ
ッ
ト
は

荊
ハ
ロ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｋ
ｏ

ｂ
ｅ
」
か
「
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
」

で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

画
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
１
Ⅷ
１
１

茸
０
７
８
１
３
０
２
１
，
１
１
１
１

③
１
９
９
５
ク
リ
ス
マ
ス

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

小林素子

典
美川憲一
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打間さんとスイス救助犬
濫会のパトリシアさん

私
の
出
会
っ
た
宝
子
た
ち
（
鉛
）

ｌ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ね
ん
ね
ｌ

Ｙ
ち
ゃ
ん

一
人
娘
の
Ｙ
ち
ゃ
ん
は
、
今
、
二
十

四
才
。ミ

ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
大
好
き
な
女
の

子
。
年
令
か
ら
言
え
ば
、
も
う
大
人
。

で
も
小
柄
で
、
無
邪
気
な
彼
女
は
、

私
に
と
っ
て
、
は
い
つ
ま
で
も
女
の
子
。

水
銀
症
の
彼
女
は
、
今
迄
に
何
座
も

手
術
。
で
も
そ
ん
な
こ
と
、
少
し
も
気

に
し
な
い
。
い
つ
も
キ
ヤ
ッ
キ
ヤ
ッ
笑

っ
て
い
る
。

言
莱
は
あ
ま
り
多
く
話
さ
な
い
け
ど

「
コ
ー
ヒ
ー
飲
ん
だ
」
「
パ
パ

ジ
ャ
ス
コ
」
等
、
朝
の
で
き
ご
と
や
、

休
日
の
こ
と
を
、
Ｙ
ち
ゃ
ん
の
方
か
ら

教
え
て
く
れ
る
。

自
分
も
体
が
強
く
な
い
の
に
、
特
に

弱
い
人
の
面
倒
見
が
よ
く
、
側
に
く
っ

つ
い
て
世
話
を
し
て
く
れ
る
。

彼
ら
が
車
イ
ス
で
ウ
ト
ウ
ト
す
る

と
、
す
ぐ
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
き

て
か
け
て
く
れ
る
の
も
彼
女
。

何
年
か
前
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
亡
く

な
っ
た
。

お
線
香
を
あ
げ
に
い
く
と
、
彼
女
が

顔
に
手
を
あ
て
て
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

ね
ん
ね
」
と
言
一
Ｚ

な
ん
て
か
わ
い
い
ん
だ
ろ
う
と
思
っ

た
。今

も
彼
女
が
、
少
女
の
ま
ま
で
い
ら

れ
る
の
は
、
ひ
と
り
っ
子
の
た
め
、
大

平
に
育
て
ら
れ
た
か
ら
？
（
Ｎ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
卸
神
戸
市
中
央
区
橘
通
四
’
二
’
二

菊
水
棋
型
ピ
ル
三
階
（
淡
川
神
社
西
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

○
七
八
’
三
六
○
’
一
二
五
七

☆
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

「
日
本
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
」
発
足

阪
神
淡
路
大
震
災
で
、
ス
イ

ス
か
ら
救
助
犬
が
や
っ
て
来
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
。
そ
こ
で

災
害
時
に
、
行
政
ま
か
せ
で
な

く
、
自
分
た
ち
で
も
救
援
隊
を

持
た
な
く
て
は
、
と
い
う
思
い

か
ら
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
「
日
本
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
」

が
発
足
、
防
災
の
日
に
お
披
露

目
が
あ
っ
た
。
当
日
は
、
会
長

の
打
間
奈
津
子
さ
ん
、
レ
ス
キ

ュ
ー
犬
、
隊
員
が
ス
テ
ー
ジ
に

現
れ
、
盛
大
な
拍
手
が
起
こ
っ

た
・
レ
ス
キ
ュ
ー
犬
の
育
成
、
救

命
救
助
用
の
器
具
の
開
発
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
始
め
る
。

回
お
問
い
合
わ
せ
／
日
本
レ
ス
キ
ュ
ー

協
会
妬
－
３
０
５
．
４
９
０
０

画弔』

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

f 鶏

完成した「ペーパードム－
たかとり」

一
切
使
わ
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
一
カ
月
半
で
作
り
上
げ
た
。

二
○
○
人
は
十
分
は
入
れ
る

広
さ
で
、
音
響
状
態
も
抜
群
。

地
元
に
開
放
さ
れ
、
地
域
の
集

会
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
会
の

会
場
と
し
て
使
わ
れ
る
。

☆
「
被
災
動
物
に
愛
の
手
を
」

と
犬
を
連
れ
て
ウ
オ
カ
ー
ソ
ン

震
災
か
ら
八
カ
月
目
の
九
月

十
七
日
、
ペ
ッ
ト
や
実
験
動
物

な
ど
被
災
動
物
の
救
援
と
、
人

間
と
動
物
が
共
存
で
き
る
社
会

作
り
を
訴
え
て
、
全
国
で
も
珍

し
い
「
ウ
オ
ー
カ
ー
ソ
ン
」
が

動
物
実
験
を
考
え
る
会
の
主
催

で
お
こ
な
わ
れ
た
。

被
災
し
た
動
物
は
八
千
’
六

千
匹
と
み
ら
れ
て
お
り
、
い
ま

も
多
く
の
動
物
た
ち
が
民
間
の

施
設
や
県
南
部
動
物
救
援
本
部

の
救
誰
セ
ン
タ
ー
に
保
誰
さ
れ

て
い
る
。

「
ウ
オ
ー
カ
ー
ソ
ン
」
に
は

犬
を
連
れ
た
メ
ン
バ
ー
約
三
○

人
が
の
ぼ
り
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
て
、
市
役
所
前
か
ら
北
野

町
、
元
町
ま
で
を
行
進
、
ひ
と

☆
紙
の
集
会
所
「
ペ
ー
パ
ー
ド

ー
ム
た
か
と
り
」
が
完
成

再
生
紙
の
パ
イ
プ
を
柱
に
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
建
物
「
ペ
ー
パ

ー
ド
ー
ム
た
か
と
り
」
が
、
カ

ト
リ
ッ
ク
鷹
取
教
会
に
完
成
、

地
元
の
人
た
ち
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
集
ま
っ
て
九
月
十
七
日
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
さ
れ
、
音
楽
会

が
開
か
れ
た
。

設
計
し
た
の
は
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
難
民
の
た
め
の

仮
設
住
宅
を
手
掛
け
て
い
る
東

京
・
坂
茂
建
設
設
計
事
務
所
の

坂
（
ば
ん
）
茂
さ
ん
。
長
さ
五

メ
ー
ト
ル
の
紙
製
の
柱
五
十
八

本
を
立
て
、
屋
根
は
テ
ン
ト
張

り
。
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
重
機
は

１
８６
１

犬とともに行進する
「ウォーカーソン」

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
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Ｃ
は
神
戸
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
・
リ
マ
リ
ー
プ
レ
ス
な
ど
の
秘

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
・
田
崎
ペ
ル
一
六
八
六
年
の
ス
ト
ラ
デ
ィ

を
考
え
よ
う
と
訴
え
た
。
も
田
崎
神
戸
レ
デ
ィ
ー
ス
と
し
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル
で
「
ア
ル
チ

来
年
２
月
、
完
成
予
定
。

能
。
ホ
ー
ル
単
独
で
も
、
ホ
テ

市
の
長
期
計
画
の
一
つ
で
も
あ
「
ゴ
ー
ル
ゴ
ー
ル
、
タ
サ
キ
ノ
．
」
収
益
金
は
震
災
義
援
金
と
し
て

争
は
激
化
す
る
一
方
。
コ
ン
ペ
ス
タ
ン
ド
か
ら
は
田
崎
真
珠
さ
ん
な
ど
を
招
い
て
開
か
れ

と
動
物
が
共
存
し
て
行
く
社
会
真
珠
㈱
へ
移
管
し
、
チ
ー
ム
名
こ
れ
に
合
わ
せ
て
ｎ
月
３
日
、

内
会
議
に
十
分
対
応
で
き
る
機

能
。
七
○
一
席
を
有
し
、
六
力

会
議
場
が
建
設
さ
れ
る
。
千
七
は
し
た
が
、
必
ず
や
神
戸
の
チ
☆
神
戸
レ
ン
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

☆
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
国
た
。
切
年
に
は
現
在
の
チ
ー
ム
ザ
ン
ハ
ウ
ス
・
ス
ト
リ
ン
グ
．

国
同
時
通
訳
設
備
な
ど
国
際
国

○
○
人
を
収
容
し
コ
ン
サ
ー
ト
－
ム
が
優
勝
す
る
こ
と
を
期
待
に
土
井
た
か
子
さ
ん
協
力

創
部
、
Ⅶ
年
よ
り
運
営
を
田
崎
ら
集
め
ら
れ
、
展
示
さ
れ
る
。

☆
ガ
ン
バ
レ
ノ
．

女子サッカーチーム
「田崎ペルーレＦＣ」

ブ
の
女
子
部
門
と
し
て
祁
年
に
蔵
の
品
十
数
点
が
世
界
各
地
か

く
ノ
ー
戦
。
田
崎
・
ヘ
ル
ー
レ
Ｆ
七
一
二
年
の
ス
ト
ラ
デ
イ
バ
リ

ホ
ー
ル
と
し
て
の
利
用
も
可
し
た
い
。
応
援
団
員
募
集
中
／
，

「
壊
れ
た
神
戸
の
歩
道
を
メ

る
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
の
国
際
と
熱
い
声
援
。
惜
し
く
も
負
け
．
贈
ら
れ
る
。

－
し
Ｆ
Ｃ
対
プ
リ
マ
ハ
ム
Ｆ
Ｃ
バ
リ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
、

田崎真珠応援罰のみなさん

村
山
実
さ
ん
や
駐
日
メ
キ
シ
コ

で
行
な
わ
れ
た
の
は
日
本
女
子
ウ
ス
の
北
”
村
幸
司
さ
ん
。

ル
と
一
体
で
も
使
用
で
き
る
。

ン
シ
ョ
ン
都
市
を
目
指
す
神
戸
の
応
援
団
が
音
頭
を
と
っ
て
、
る
。
前
売
り
券
四
○
○
○
円
。

ぴ
か
け
て
い
る
神
戸
レ
ン
ガ
プ

際
会
議
場
を
建
設
名
に
改
称
し
今
年
２
年
ぶ
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
ラ
フ
ァ
イ
ル

現
在
、
国
際
会
議
の
市
場
競
Ｌ
リ
ー
グ
復
帰
を
果
し
た
。
・
ソ
ポ
レ
フ
ス
キ
ー
、
金
関
環

９
月
３
日
神
戸
中
央
球
技
場
開
い
て
い
る
ア
ル
テ
ィ
ザ
ン
ハ

ん
、
元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
監
督

ぱ
ス
ト
ラ
デ
イ
バ
リ
。
そ
の
数
企
業
か
ら
の
参
加
申
し
込
み
も

☆
ｎ
月
に
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
な
球
腫
錐
窄
誉
髄
垂
午
塾
錘
識
諦

ど
バ
イ
オ
リ
ン
の
名
品
展

バ
イ
オ
リ
ン
の
逸
品
と
い
え
せ
て
い
る
。

シ
セ
ー
ジ
、
サ
イ
ン
入
り
の
し

集
ま
っ
て
い
る
。

8７

神戸レンガプロジェクト推進中ノ

ン
ガ
タ
イ
ル
で
直
そ
う
」
と
呼

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
者
が
次
々

衆
議
院
議
長
土
井
た
か
子
さ

■
神
戸
の
本
棚

★
卵
・
コ
ラ
ム
ー
ー
ズ
ト
が
見
た

阪
神
大
霊
災
』

神
戸
斯
聞
の
朝
刊
一
而
の
コ
ラ
ム
で

あ
る
正
平
調
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で

被
災
し
な
が
ら
も
、
発
生
か
ら
連
凹
脊

き
続
け
た
。
本
社
が
倒
壊
し
た
た
め
、

読
者
に
新
聞
を
思
う
よ
う
に
届
け
ら
れ

な
い
無
念
さ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現

場
、
政
治
、
教
育
…
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら

震
災
を
綴
っ
た
一
○
》
日
間
の
異
例
の

『
・
連
統
震
災
コ
ラ
ム
尾
頭
で
っ
か
ち

の
新
聞
コ
ラ
ム
の
多
い
中
で
、
賛
重
な

記
録
で
あ
る
。

三
木
康
弘
・
中
元
孝
遮
編
箸
／
神
戸
新

聞
捻
合
出
版
セ
ン
タ
ー
／
１
３
０
０
円

★
一
町
が
つ
ぶ
れ
た
Ｌ

ｌ
神
戸
の
『
あ
り
が
と
う
」
は
語
尾
が

上
が
る
や
さ
し
く
将
く
．
。
特
に

凝
っ
た
表
現
は
な
く
平
易
な
言
紫
で
震

災
を
語
っ
た
詩
錨
○
神
戸
出
身
で
な
い

詩
人
の
目
を
通
し
て
描
か
れ
た
神
戸
の

街
は
、
ま
た
新
た
な
発
見
が
あ
る
。

八
桑
柊
二
／
ほ
お
づ
き
害
霜
／
１
３
０

０
円

★
「
オ
リ
ッ
ク
ス
・
リ
ー
グ
優
勝
記
念

グ
ラ
フ
」
発
行

オ
リ
ッ
ク
ス
優
勝
を
記
念
し
て
神
戸

新
聞
縫
合
出
版
セ
ン
タ
ー
が
グ
ラ
フ
誌

を
発
行
し
た
。
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ッ
の

取
材
に
韮
づ
き
、
オ
リ
ッ
ク
ス
野
球
ク

ラ
ブ
が
編
築
泌
力
し
た
言
わ
ば
「
公
式

記
録
」
。
全
逓
手
塩
鐙
、
ス
コ
ア
で
見

る
優
勝
へ
の
軌
跡
も
収
録
。
定
価
１
３

０
０
円
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－
″
旋
風
で
滅
法
強
い
〃
そ
そ
れ
は
巧
ま
ず
し
て
の
〃
念

一
い
う
文
字
が
浮
ん
で
い
た
。
ッ
。
ヘ
ン
で
あ
っ
た
。

－
６
Ｌ
Ｌ

だ
と
、
瞬
間
、
眼
を
疑
っ
た
と
つ
、
プ
ラ
ス
し
て
凝
結
し

ユ
オ
現
れ
る
／
、
に
は
若
い
女
性
フ
ァ
ン
が
つ
め
Ｉ
ル
の
誕
生
を
待
っ
て
い
る
が

２
台
の
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
を
、
か
け
、
立
ち
見
が
で
る
ほ
ど
の
そ
の
間
の
ホ
ー
ル
事
情
が
考
慮

端
か
ら
端
ま
で
フ
ル
に
使
い
弾
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。
そ
の
一
さ
れ
、
仮
設
の
大
ホ
ー
ル
が
ハ

丸
の
よ
う
に
弾
き
出
さ
れ
る
ブ
人
、
井
山
明
展
さ
ん
は
神
戸
で
－
バ
ー
ラ
ン
ド
に
オ
ー
プ
ン
す

ギ
。
ジ
ャ
ズ
よ
り
も
、
も
つ
と
は
お
な
じ
み
の
春
待
フ
ァ
ミ
リ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
愛
称
は
、

人
な
つ
こ
く
、
男
性
一
一
人
の
ピ
－
バ
ン
ド
の
ア
コ
ー
デ
イ
オ
一
一
「
神
戸
国
際
会
館
ハ
ー
バ
ー
ラ

ア
ニ
ス
ト
の
デ
ュ
オ
と
い
う
懐
ス
ト
。
震
災
で
行
き
場
の
な
く
ン
ド
プ
ラ
ザ
」
今
年
也
月
に
オ

か
し
い
ス
タ
イ
ル
で
、
神
戸
に
な
っ
た
ピ
ア
ノ
を
も
ら
い
う
け
－
プ
ン
す
る
。
収
容
人
数
は
、

一
一
ユ
ー
オ
リ
ン
ズ
の
酒
場
を
再
た
こ
と
か
ら
今
回
の
企
画
が
実
１
９
０
０
人
。
平
成
ｎ
年
ま
で
、

現
し
た
の
は
、
こ
れ
が
初
ラ
ィ
現
．
も
う
一
人
の
メ
ン
バ
ー
光
球
謡
脚
創
啄
続
該
騨
議

ブ
の
ブ
ギ
ウ
ギ
プ
ラ
ザ
ー
ズ
。
森
英
毅
さ
ん
は
「
子
供
か
ら
お
業
部
（
０
７
８
）
３
３
３
１
８
１
６
１

定
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
サ
ン

初
の
レ
ン
ガ
が
敷
か
れ
る
予

州
黙
蕊
鍵
斑
職
識
識

撫
擬
淵
踊
謬
灘
縄
鮭

☆
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
ピ
ア
ノ
・
デ
会
場
で
あ
る
北
野
の
Ｔ
２
楽
屋
な
く
解
体
。
更
地
の
姿
で
新
ホ

ｎ
月
に
は
元
町
３
丁
目
で
最

神
戸
の
市
民
球
団

Ｉ
ス
を
観
て
い
て
、
オ
リ
ッ
藤
、
野
田
、
星
野
と
い
っ
た
と
な
っ
て
輝
い
た
。
こ
の
上

ク
ス
の
試
合
を
見
て
い
た
。
投
手
陣
、
藤
井
、
長
谷
川
、
は
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
優
勝
し

オ
リ
ッ
ク
ス
の
優
勝

花時計の
マ
ー
ク
、
ワ
ッ
ペ
ン
に
事
な
活
躍
ぶ
り
だ
。
こ
れ
に
神
戸
の
街
に
朗
報
を
も
た
ら

「
が
ん
ば
れ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
と
拍
車
を
か
け
た
の
が
腕
の
ワ
し
て
欲
し
い
。
〃
が
ん
ば
れ

″
ア
シ
″
と
鴬
ろ
い
た
。
腕
福
良
と
い
っ
た
攻
撃
陣
が
見
て
〃
日
本
一
〃
と
な
っ
て
、

プ
ロ
野
球
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
縦
横
の
活
躍
を
す
る
。
佐
っ
て
の
思
い
が
、
ワ
ッ
ペ
ン

場
し
て
、
若
い
強
力
な
ス
ト
ろ
う
。
〃
神
戸
″
が
大
震
災

チ
ー
ム
オ
リ
ッ
ク
ス
〃
。
八
Ｙ
・
Ｋ
Ｖ

こ
れ
は
大
変
な
決
意
表
明
の
各
選
手
の
意
志
が
も
う
ひ

ほ
ど
で
あ
る
。
元
来
、
今
年
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
ん
な
効

い
く
、
ベ
テ
ラ
ン
の
選
手
も
は
心
か
ら
神
戸
の
復
興
を
願

の
上
に
〃
平
井
″
投
手
が
登
願
″
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ

の
オ
リ
ッ
ク
ス
は
〃
イ
チ
ロ
果
的
な
作
戦
は
な
い
。
が
、

シ
パ
ー
が
勝
ち
星
を
稼
い
で
の
被
害
を
受
け
オ
リ
ッ
ク
ス

子
息
公
延
先
生
（
副
家
元
）
。
お
孫
さ

ん
の
崇
先
生
も
甲
南
大
学
卒
業
後
こ
の

道
に
精
進
さ
た
「
親
子
三
代
展
」
が
、

、
月
瓢
日
（
土
）
浬
日
（
日
）
、
時
ｌ
逓
時

・
生
田
神
社
会
館
で
朋
仙
。
型
日
夜
は

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
を
附
く
ご
案
内
が
、
佳

生
会
理
那
長
・
商
井
翠
花
さ
ん
よ
り
。

１
８８
１

云
○
画
ｍ
で
○
い
『

☆
神
戸
市
助
役
・
田
測
梁
次
氏
が
健
康

上
の
理
由
で
退
峨
さ
れ
、
後
任
に
山
下

彰
啓
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

★
、
月
塑
日
（
木
）
さ
ん
ち
か
訓
周
年
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
、
神
戸
メ
リ
ヶ
ン

パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
４
Ｆ
海

王
の
間
で
開
催
。
Ｐ
Ｍ
５
時
か
ら
「
神
戸

の
復
興
と
さ
ん
ち
か
の
役
割
」
を
テ
Ｉ

マ
に
、
吉
田
順
一
神
大
経
営
学
部
教
授

が
記
念
講
演
を
。
後
記
念
パ
ー
テ
ィ
。

☆
佳
生
流
家
元
西
村
雲
華
先
生
と
、
ご

☆
ア
ズ
ュ
ー
順
み
つ
き
さ
ん
か
ら
事
務

所
転
居
の
お
知
ら
せ
〒
畑
東
京
都
目
黒

区
中
目
黒
一
ノ
八
五
エ
ク
セ
レ
ン
ト
巾

目
黒
皿
言
鯛
（
三
七
一
九
）
一
六
一
○
②

昭
（
三
七
一
九
）
一
六
四
一

★
十
月
一
日
よ
り
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
伊
藤
公
生
さ
ん
が
、
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ

・
Ｆ
Ｍ
で
毎
日
眼
日
夜
８
時
１
９
時
ま

で
ア
ジ
ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
ナ
イ
ト
の
番
組

で
、
ア
ジ
ア
の
音
楽
や
動
向
を
紹
介
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

☆
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
を
荒
川
識

男
氏
が
退
職
さ
れ
、
Ｄ
Ｎ
建
物
管
理
会

社
へ
。
〒
剛
中
央
区
東
川
崎
町
１
丁
目

７
番
４
号
宮
伽
（
三
六
○
）
五
○
五
○

☆
Ｋ
Ｆ
ｓ
の
藤
井
美
智
子
さ
ん
。
地
震

で
自
宅
建
替
の
た
め
転
居
○
東
灘
区
西

岡
本
６
丁
目
６
１
２
山
本
ハ
イ
ツ
Ⅷ
茸

叩
（
卿
）
８
０
５
１
八
ｍ
月
よ
り
Ｖ
官
、

（
九
七
四
）
六
三
三
六

☆
彫
刻
家
・
新
谷
蹄
紀
さ
ん
の
ア
ト
リ

エ
と
住
い
は
、
〒
、
西
区
伊
川
谷
町
別

府
肺
１
１
１
１
Ⅷ

☆
彫
刻
家
・
新
谷
英
子
さ
ん
の
ア
ト
リ

エ
と
住
い
は
、
〒
噸
垂
水
区
坂
上
１
１

２
１
８
貧
、
（
七
五
一
）
○
八
四
一

☆
株
式
会
社
ソ
エ
ー
ル
関
西
地
区
本
部

は
震
災
の
た
め
閉
鎖
。
守
永
寛
専
務
は

円
満
退
社
後
、
（
有
）
ト
ー
ワ
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
開
業
〒
剛
中
央
区
小

野
柄
通
３
丁
目
１
１
，
窟
⑦
叩
（
二
四

一
）
三
○
七
九

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



☆
ス
テ
ー
キ
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

和
風
肉
料
理
・
六
段

格
子
戸
を
開
け
る
と
日
本
調

の
雰
囲
気
で
肉
料
理
が
楽
し
め

る
「
六
段
」
。
ス
テ
ー
キ
と
い

え
ば
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、

こ
っ
て
り
と
し
た
感
じ
を
想
像

す
る
が
、
こ
こ
の
ス
テ
ー
キ
は

他
店
よ
り
ひ
と
味
違
う
。
今
で

は
少
な
く
な
っ
た
昔
な
が
ら
の

炭
火
焼
き
で
、
目
の
前
で
焼
い

て
く
れ
る
の
で
、
肉
自
体
が
舌

に
と
ろ
け
そ
う
な
く
ら
い
柔
ら

か
い
。
そ
れ
に
当
店
特
製
の
ス

テ
ー
キ
ソ
ー
ス
の
味
噌
だ
れ
も

日
本
人
好
み
で
、
と
て
も
美
味

し
い
。
ま
た
、
大
変
お
得
な
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
は
ｎ
時
半
ｌ
ｕ
時

ま
で
１
８
０
０
円
と
手
頃
な
値

段
。
あ
っ
さ
り
と
し
、
食
隷
へ
や

す
い
和
風
ス
テ
ー
キ
を
皆
さ
ん

元気で頑張ってます

☆
地
震
に
負
け
ず

神
戸
ビ
ー
フ
は
健
在
で
す

「
頑
張
れ
よ
っ
て
、
お
客
さ
ん

に
励
ま
さ
れ
た
と
き
が
一
番
嬉

し
い
。
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
ス
テ
ー
キ
ラ
ン

ド
神
戸
の
三
上
良
一
店
長
。

☆
日
本
唱
歌
を
カ
ラ
オ
ケ
に

個
性
あ
ふ
れ
る
店
の
装
飾
に

目
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
ご
夫

妻
で
経
営
の
こ
の
店
は
今
年
で

も
う
鴫
周
年
目
を
迎
え
る
。
こ

の
大
震
災
で
店
内
の
ボ
ト
ル
や

グ
ラ
ス
が
散
乱
し
て
、
ひ
ど
い

状
態
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
二
人

で
力
を
合
わ
せ
て
再
オ
ー
プ
ン

ま
で
頑
張
っ
た
。
こ
こ
の
名
物

は
、
な
ん
と
日
本
唱
歌
を
カ
ラ

オ
ケ
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
マ
マ
の
美
奈
子
さ

ん
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
足
立
輝

代
先
生
に
師
事
し
、
彼
女
の
歌

を
楽
し
み
に
来
る
お
客
さ
ん
も

多
い
。
日
本
の
心
を
忘
れ
て
い

る
人
達
の
多
い
中
で
、
赤
と
ん

ぼ
や
さ
く
ら
貝
の
歌
を
歌
え
る

店
は
、
神
戸
市
内
で
も
珍
し

く
、
貴
重
な
店
で
あ
る
。

■
ス
ナ
ッ
ク
珍
地
理
屋

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
り
１
‐
型
’

㈹
象
ビ
ル
－
Ｆ

宮
Ｏ
７
８
ｉ
２
４
２
１
０
２
８
８

営
業
時
間
６
時
Ｉ
旭
時
半
日
昭
祝
休

び
っ識

彰
蝿
評
患
騨
罪
論
．

蕊
＃

お得なランチをどうぞ

、
も
い
か
が
。

■
ス
テ
ー
キ
六
段

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
３
１
８
１
４

茸
０
７
８
１
３
３
１
１
２
１
０
８

営
業
時
間
川
時
半
Ｉ
加
時
半
水
唖
休

しっとり美人の京子ママ

菅原マスターとママ

１
８９
１

同
店
は
阪
急
三
宮
駅
西
口
の

山
側
と
い
う
、
震
災
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
場
所
に
あ
る
だ

け
に
、
〃
復
興
神
戸
″
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
存
在
。
メ
ニ
ュ
ー
は

震
災
前
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
価

格
が
安
く
な
っ
て
い
る
の
も
嬉

し
い
・ラ

ン
チ
は
９
７
０
円
１
３
千

☆
心
の
オ
ア
シ
ス
・
ク
ラ
ブ
覚

超
高
級
感
の
漂
う
な
ん
と
も

言
え
な
い
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
。

弾
む
会
話
で
大
人
の
社
交
界
の

心
地
良
い
オ
ア
シ
ス
だ
。

四
ク
ラ
ブ
算
（
か
け
い
）

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
１
１
１
個

茸
０
７
８
１
３
３
２
１
２
２
３
９

営
業
時
間
四
時
１
０
時
半
日
咽
休

霧

円
、
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
は
３
千

円
、
１
５
８
０
０
円
、
セ
ッ
ト
コ

ー
ス
は
１
５
０
０
円
と
２
９
０

０
円
塙無

休
で
頑
張
っ
て
い
る
。

■
ス
テ
ー
キ
ラ
ン
ド
神
戸

中
央
区
北
長
狭
通
１
‐
８
１
６

宮
迫
ピ
ル
衝
３
３
２
１
１
７
８
７

営
業
時
間
Ⅲ
時
Ｉ
別
時
無
休

場
、
ク
ラ
ブ
寛
。
マ
マ
の
京
子

さ
ん
は
、
着
物
の
似
合
う
日
本

調
の
し
っ
と
り
美
人
。
店
は
今

年
で
加
年
に
な
る
が
、
震
災
で

生
田
新
道
の
足
場
と
治
安
状
態

が
悪
い
た
め
、
６
月
調
日
に
再

オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
は
大
変
だ

っ
た
。し

か
し
、
店
内
で
は
そ
ん
な

災
害
が
本
当
に
神
戸
を
襲
っ
た

の
か
と
い
う
気
分
に
さ
せ
て
く

れ
る
。
ま
た
、
「
今
後
は
お
客

様
と
共
に
ス
テ
キ
に
生
き
て
ゆ

き
た
い
」
と
話
す
マ
マ
の
粋
な

は
か
ら
い
が
と
て
も
う
れ
し

い
。
心
の
洗
濯
を
し
て
く
れ
る
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